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宮城県図書館振興基本計画　概要
理　　　念

情報の拠点としての県図書館の機能を強化しながら、地域文化を保護・育成・活用する
「22世紀を牽引する叡智の杜づくり」を進め、県民のみなさんのより充実した生涯学習を支援します。

基　　　　本　　　　方　　　　針

生涯学習に役立つ
図書館

情報の拠点としての
図書館

次世代を育成する
図書館

資料の収集・整備

生涯学習情報の提供

利用しやすい図書館への工夫

市町村図書館等への支援・連携・協働

いつでもどこでもサービスを受けら
れる体制の充実

調査・研究に役立つ機能の充実

郷土関係資料の維持・充実

子どもの読書環境の充実

「宮城県図書館次世代育成
  プロジェクト」の推進

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ
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『
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ロ
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春
が
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ら
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ち
て
き
た
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私
が
そ
う
言
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と
、
聞
い
た
相
手
は
大
抵
、
嫌

な
顔
を
す
る
。
気
取
っ
た
言
い
回
し
だ
と
非
難
し

て
き
た
り
、
奇
を
て
ら
っ
た
比
喩
だ
と
勘
違
い
を

す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば「
四
季
は
突
然
空
か
ら

降
っ
て
く
る
も
の
な
ん
か
じ
ゃ
な
い
よ
」と
哀
れ
み
の

目
で
、
教
え
て
く
れ
た
り
す
る
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春
は
、
弟
の
名
前
だ
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頭
上
か
ら
落
ち
て
き
た
の
は
私
の
弟
の
こ
と
で
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川
に
桜
の
花
弁
が
浮
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ぶ
あ
の
季
節
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で
は
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い
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春
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私
の
二
年
あ
と
に
生
ま
れ
た
。
パ
ブ
ロ
・
ピ

カ
ソ
が
急
性
肺
水
腫
で
死
ん
だ
の
が
ま
っ
た
く
同
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日
で
、
一
九
七
三
年
四
月
八
日
だ
っ
た
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弟
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生
ま
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は
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し
ゃ
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で
い
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。
覚

え
て
い
る
わ
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が
な
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、
そ
の
は
ず
だ
。
少
な
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と
も
、
親
の
苦
悩
や
、
周
囲
の
人
間
の
冷
や
や
か

な
目
の
理
由
に
は
気
づ
い
て
も
い
な
か
っ
た
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そ
し
て
、
そ
の
弟
が
二
階
か
ら
落
ち
て
き
た
の

は
、
そ
れ
か
ら
十
六
年
後
、
つ
ま
り
彼
が
高
校
生

の
時
の
こ
と
だ
。

（『
重
力
ピ
エ
ロ
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潮
社　
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七
ペ
ー
ジ
よ
り
）

図書館のお仕事 その2 県域の図書館を結ぶ集特

《叡智の杜》レポート 『宮城県図書館振興基本計画』に基づく行動計画を策定しました

　宮城県図書館では、平成20年3月に「宮城県図書館振興基本計
画」を策定しています。この計画は、以下の3つを大きな柱として
います。

●「生涯学習に役立つ図書館」
　多様な「学び」を見据えた図書館を目指すため、資料の収集・整
備を充実し、資料や情報を入手しやすくするための様々な工夫
に努めます。
●「情報の拠点としての図書館」
　「みやぎ」を支える情報の拠点としての図書館を目指すため、県
内の市町図書館及び公民館図書室への支援を充実させることに
より、県全体への図書館サービスの向上を図ります。
●「次世代を育成する図書館」
　ふるさと・みやぎの叡智を次世代へ伝える図書館を目指すため、
職員がより専門的な知識・技術の一層の向上を図ることができ
る環境づくりに努めます。　

　この振興基本計画に基づいて、どのようなことを行っていくの
か具体的に示す行動計画（アクションプラン）を、平成21年3月
に整備しました。振興基本計画及び行動計画を拠り所として、情

報の拠点としての機能を強化し、地域文化の保護・育成・活用を
進め、県民の皆様のより充実した生涯学習を支援できる図書館を
目指していきます。

詳しくは本館ホームページをご覧ください
（http://www.library.pref.miyagi.jp/）

I N F O R M A T I O N

　特別展　地図～世界を規定する試み～
　地図に関する基本的な知識のほか,街中を迷わず歩くためのヒン
トをご紹介します。また、国の重要文化財に指定された『坤輿万国
全図』、宮城県有形文化財の指定を受けた『仙台領際絵図 相馬領境』
（いずれもレプリカ）、『遠田郡桃生郡境塚図』なども展示します。
体験コーナーもありますのでお気軽にご参加ください。
●期間：平成21年3月7日(土)から平成21年6月28日（日）
　　　　（図書館開館日の午前9時30分から午後5時まで）
●場所：展示室（2階）
●問い合わせ：企画協力班（1階）　
●電話：022－377－8445

　第40回　子どもの本展示会を開催します
　図書館・公民館・学校・家庭などで、子どもたちが本の世界の
楽しさを共有するのに役立ててもらうことを目的に、昨年出版さ
れた子どもの本約1500冊のほか、朝読書に関する本などを展示
します。展示資料は手にとって自由にご覧いただけます。子ども
の本選びの参考に、ぜひご来場ください。
●期間：平成21年4月18日（土）から平成21年4月29日（水）
　　　　（図書館開館日の午前10時45分から午後4時30分まで）
●場所：ホール養賢堂（2階）
●問い合せ：子ども図書室（2階）　
●電話：022－377－8447

　メールマガジン『ことばのうみ』配信中です
　宮城県図書館で行う催し物のお知らせや、図書館を使いこなす
ために役立つ情報などが、毎月1回、メールで届きます。メール
マガジンを読むためには、携帯電話以外のメールアドレスなどを
登録することが必要です。本館ホームページ内にある「宮城県図書
館メールマガジン・ことばのうみ　配信中！」（トップページ→「図
書館の情報」→「メールマガジン」
（http://www.library.pref.miyagi.jp/about_us/toroku-merum
aga.html）からご登録ください。
●問い合わせ：企画協力班（1階）　●電話：022-377-8445　
●E-mail：kikaku@library.pref.miyagi.jp

　レファレンスサービスをご存知ですか？
　レファレンスサービスでは、利用者の皆様から質問・相談を受
けて、調査・研究のために必要な資料の紹介や、資料を探すため
のお手伝いをします。たとえば、「どうやって本を探したらよいか
わからない」「資料の使い方がわからない」「必要な資料が図書館で
見つからない」という場合は、お気軽にレファレンスカウンターへ
お尋ねください。
　本館では、皆様から寄せられた多くの質問・相談の中から具体
的な事例をご紹介するために、「レファレンス事例集」を作成し、
ホームページ上で公開しています。資料を探す際の参考として、
ぜひご覧ください。

宮城県図書館
編集・発行

ホームページ
http://www.library.pref.miyagi.jp/

TEL022-377-8441（代表）
FAX022-377-8484

〒981-3205
仙台市泉区紫山一丁目１番地１  
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本誌タイトル『ことばのうみ』は、本館第 8 代館長・大槻文彦
編著による日本最初の近代的国語辞典『言海（げんかい）』
（1889～1891年刊行）に由来する。

題字　作家・高田　宏 氏

伊坂 幸太郎
（いさか・こうたろう）

　伊坂氏は、1971年千葉県生まれで、
仙台市在住の小説家です。2007年の作
品『ゴールデンスランバー』（新潮
社）で第5回本屋大賞及び第21回山本周
五郎賞を受賞し、また2009年4月には
『重力ピエロ』（新潮社）が仙台・宮
城ロケにより映画化、公開されるな
ど、ますます注目が集まっています。
　作品そのものの魅力とともに、「広
瀬通りを西へ向かい、大学病院に突き
当たる道で信号待ちとなったところだ
った。病院の看板が浮かび上がるよう
に光っている」（『ラッシュライフ』
新潮社、2002年）といった、仙台の風
景が多く描かれることも、みやぎの読
者には嬉しいポイントです。
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